
第7節  まとめ

今回の調査の結果、縄文時代から弥生時代は土器や石器は出土したが、遺構は石器製作址のみで、

住居は確認されなかった。しかし、西側の長江川や南東の豊富な湧水 (浜川原池)があり、水利の

便が良いことから、この近辺で生活していたと考えられる。

古墳時代になると遺物の量が増大し、住居が見られることから、調査区を含む丘陵に本格的に集

落を営んだのはこの時期からと思われる。また、調査区内の西側に住居が分布していることから、

調査区西側の一段上がった丘陵平坦面が主な生活面と思われる。また、住居が軸を回転させて重なっ

て検出されたものは、川の氾濫による礫層の露出が生活面の面積を狭くしていることから場所の移

動が困難で、その場で建て替えを行なったと考えられる。

古代以降になると、溝状遺構が見られるが、掘立柱建物などの住居は見られない。このことから、

集落は南に移動し、この場所で、生産活動を行なっていたと思われる。

浜川原地区のこの丘陵では縄文時代前期から生活し、ピークは古墳時代中期から後期であった。

7～ 11世紀は断絶する。12世紀頃、当地区は耕作地として開発され始め、集落は徐々に南に移動し、

近世後半以降、大規模な開墾・水田開発が施され、不要な礫は廃棄坑に投入され、平坦地に造成さ

れていったと思われる。
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第10章 総括

調査した 7遺跡の成果をもとに、長江川流域の生活史をまとめる。

縄文時代

アカホヤ火山灰降下後、前期に曽畑式・深浦式上器を使用する人々が短期間居住したようである

が、明確な遺構は無い。

丘陵頂部や斜面に堆積したアカホヤ火山灰は風雨によって黄褐色～淡黄褐色の 2次堆積層となり、

中位～低位面に40cm前後堆積する。後期にはほぼ安定した居住面が形成され、長径 4～ 5mの精円

形土坑 (断面舟型土坑)や直径50～ 80cmの円形土坑が内九・馬場田・役所田遺跡で構築される。こ

の大型土坑は、機能を推定させうる遺物が出上していないが、役所田遺跡での検出状況から、不要

物廃棄坑と推定される。また、内九・役所田遺跡の円形土坑の一部は断面袋状を呈し、貯蔵穴と思

われる。浜川原遺跡では、石鏃と石匙を製作した集中地点がみられた。

晩期前半までは役所田遺跡を中心に遺構・遺物が認められるが、後半 (突帯文土器期)の遺物は

極端に減少する。肥沃で広大な耕作地を求めて、集落も川内川の氾濫原へ移動したことが想定され

る。

弥生時代

前期～中期中葉まで、遺構・遺物を欠き断絶する。

4条の刻目突帯を貼り付けた甕が僅かに出土するが、

土器や遺構は検出されない。

中期末、黒髪式土器や器壁が厚く胴部に3～

遺構は無い。後期も同様、免田式上器以外の

古墳時代

主として 5～ 6世紀代、竪穴住居を構築する集落が役所田・馬場田・内丸・浜川原遺跡に点在す

る。地形的には、浜川原遺跡は中規模の集落で、他は小規模な分村的集落と推定される。

市内には、大庭寺産の大甕や高郭の脚を転用した輔の羽口20点以上、鉄斧 。鈍各ユ点、鉄鎌 2点、

刀子 1点、鉄鏃数点のほか伽帯状砥石・切子玉などが出土した内小野遺跡と袋状鉄斧 1点、鉄鏃 7

～ 8点などが出土した佐牛野遺跡(1)に代表される列点的集落の他、バリが付いたままの鉄斧 1点や

鉄鏃 1点が出上した妙見遺跡、相当量の須恵器のほか鉄鎌 1点や鉄鏃 4点、刀子 1点が出土した上

田代遺跡、方形の金銅製帯金具や鉄鏃 1点が出上した古屋敷遺跡(かなどの中規模集落、ほか数ケ所

の小規模集落が現在確認されている。

当該期の墳墓は、基本的には同一段丘面には営まれず、谷や川を挟む対岸に占地した様子が想定

される。 5世紀に繁栄した内小野遺跡の墳墓は、 2 km対岸の島内地下式横穴墓群に比定される。当

墳墓群からは短甲 7領、冑 3鉢、蛇行剣 9本、金銅製胡像金具 1式、骨鏃約150本などが出上して

おり、竪坑上部閉塞タイプ・羨門板石閉塞タイプ・羨道アカホヤ塊閉塞タイプの3タ イプが重複し
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つつ群在している。分布域を異にするのは造営集団 (集落)の違いによる表れと思われ、内小野 。

妙見 。古屋敷遺跡の 3つの集落が該当する可能性がある。

長江浦地区の集落の墳墓は、馬場田遺跡から2 km北北東に位置する灰塚地下式横穴墓群に、一部

は2.5km北東に位置する小木原地下式横穴群に造営していたかもしれない。当墳墓群は、確認総数370

基を数える大墳墓群で、 3～ 4支群に分かれる。造墓集落は l km南西に位置する村ノ前遺跡・柊野

第 1遺跡が主体と推定されるが、未調査のため、結論は出ない。

古代

9世紀以降、段丘面の殆どの遺跡に何らかの痕跡がある。弁財天遺跡では、自然流路内ヘー括廃

棄された土師器の杯や婉が出上し、小路下遺跡では一括廃棄土坑や二彩か三彩小壷の破片が出上し

ている。役所田遺跡では火葬骨片と炭片が若干入った郭と皿の蔵骨器が出上し、上級階層は火葬を

採用していたことが窺える。

馬場田遺跡の05号溝は箱掘りで、 9世紀後半に弁財天の湧水から灌漑した用水路と思われる。同

類の遺構として、市内中央部の上田代遺跡で検出した同時期の箱掘りの05号溝が掲げられる。当該

遺跡の南東600mにある湧水を灌漑したものである。加えて、両溝から墨書土器が出上しているこ

とは、当時の土木工事や祭祀が組織的に行なわれたものであることが推測される。

中世

弁財天・馬場田・小路下遺跡では掘立柱建物群が多く検出され、それぞれの地域の核となりえる

集落である。弁財天遺跡では、居住地と墓域を溝で区分けし、歿屋を伴う土媛墓群 (14世紀後半～15

世紀)を営んでいる。小路下遺跡でも円形土壊墓群が集中する地区があるが、寝屋と推定される建

物は判定できない。浜川原遺跡では、耕地化に伴って排除した礫を入れた大型土坑を検出している。

内丸・馬場田・弁財天遺跡から出上した布目瓦は15～ 16世紀代と推定され、祭祀施設の屋根材と

して葺かれていたと思われる。

長江川右岸には山城が 3ケ 所あるが、市内において支流氾濫原を眺望する山城は当地域のみであ

り、市内の支流の流域面積としては 1, 2を争う当流域の重要性を物語る。

近世

大部分の遺跡は耕地へと転換されるが、小路下遺跡では17世紀前半～中葉まで中核的集落として

存在している。小鍛冶遺構は小路下遺跡のみで検出され、鋳物師の作業・就寝小屋と推定される竪

穴状遺構も多く検出されている。18世紀以降、居住地は斜面や高位面へ移動し、耕作地を拡大して

しヽく。

長江川は1950年頃まで氾濫を繰り返した暴れ川であつたが、反面、肥沃な土壌を供給し、質量豊

富な農産物を生み出してきた。古代以降、連綿と続く集落の成因がこの川なのである。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

内 丸 遺 跡 集落 縄文古墳 土坑竪穴住居
前 。後・晩期の上器・石器

朱玉 。ガラス玉

弁財 天遺 跡 集落 中世 柱穴土坑
土師器・土師質土器 。輸入

陶磁器 。布目瓦・銭貨

寝屋と土娠墓

群

馬場 田遺 跡 集落 古墳中世 竪穴住居柱穴
土師器

土師質土器・黒色土器

9世紀後半に

灌漑

水 流 遺 跡 集落 中世 柱穴 土師器

役所 田遺 跡 集落 縄文中世 土坑柱穴
後・晩期の上器・石器

土師質土器

多量の縄文土

器

小路 下遺 跡 集落
古代

～近世初

竪穴状遺構

土坑・柱穴

二彩か三彩、土師質土器

瓦器 陶磁器
小鍛冶遺構 5

浜 川原 遺 跡 集落 縄文古墳
石器製作址

竪穴住居

石鏃・石匙 。剥片・チップ 。敲き

石・土師器・須恵器・朱玉
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